
Ｆ分科会「歴史的な建物とまちなみ」アンケートのまとめ 

 
 

本日はＦ分科会ＦＷにご参加頂きありがとうございました。今後の活動の参考にさせて頂きたいと考えておりま
すので、下記アンケートにご協力お願いいたします。本紙は午後の分科会終了時に回収させて頂きます。 

 
１．ＦＷの内容についてお聞きします。 

1-1．ＦＷの中で印象に残っているのは、どのようなことですか。（複数回答可） 
（ａ）吉田孝次郎氏のはなし 33点 （ｂ）鯉山町子ども会のはなし 26点   （ｃ）吉田家の見学 30点 

（ｄ）釜座町町家の見学 32点     （ｅ）明倫学区のまちなみ 10点 

 

（ｆ）その他（間の家、庭など                                ） 2点 

（細やかな案内と安全管理                            ） 

 
1-2．上記に挙げて頂いた内容で、興味を持たれた具体的な点をお教え下さい。 

    ・昔と今の「まち」の違い 
     今の人の活動 

    ・見学場所の内容、レクチャーの内容、大変面白く印象に残りました。 
    ・陰と陽の庭をつくり、風の流れをつくるというしかけになるほどと思いました。 

     庭のつくりがどこも素敵でした。 
    ・庭の陰陽について、その陰陽の違いにより風が生まれる！ 

     つくばいの型にもユーモアがあった！ 
    ・伝統を守りながら新しいものを取り入れ継いでいく。 

子ども会の活動。 
・吉田先生のお話がとてもおもしろく、力があって印象に残りました。ずっとその町に暮らす人の話・

を聞いて子供たちが育つことが伝統や文化の継承につながるのだと思います。 
・少子化による子ども会の減少はどこにでもあると思います。 

秋祭りでたいこをたたく子供が男子のみが女子もたたけるようになった。 
都会の中のマンションは全国にわたっていると思います。 

・町家が壊され、マンションになる。それはとてもさみしいことだがまちをつくるためには…。 
昨日基調講演いただいたまちやのマンションをつくるべきですね。 

・昔の懐しいお話で楽しかった。 
・(b)町内会、コミュニティーの現状と今後の問題点 

(e)今まで京都といえば観光地、観たい単体建築しか廻った事がなかった。 
京都の街１つ１つの変遷と問題点がある事が知れて良かった。 

・吉田氏のはく力のある昔のお話しに早朝にもかかわらず目のさめる思いで聞入ってしまいました。 
特にガキ大将のお話し楽しかったです。吉田家見てももけいをつかっての具体的に自然を取り入れた

つくりの話しもよかった。 
鯉山町子ども会の北邑さんの今後の課題も行事が長く続けられるよう工夫されている点に興味があり

ます。 
・子ども会の話 

町家を再生するために設計だけでなく施工者の育成など長い取組があることを知りました。 
・町のあり方、町内会の再成 

・吉田氏のお話で昔は路上が遊び場だった！ 
商いの家は（場所は）素朴でよい商品（品物）が見ればよい! 

・復元をするときに新しいとはわからないように復元する（見た目を） 
・路地が遊び場だった時代とくらしの背景。修補のビデオがとても良かった。若い職人さんの話。 



・鯉山町の子ども会の熱心なとりくみがすばらしいと思いました。 
・いままで寺社だけで町家を歩いたことがなかったのでよかった。 

・歴史をいきぬいていく知恵。マンションとの関係 
・はなやかな祇園祭りも人材という面では、かかえている問題はどこでも共通なのだとあらためて感じ

ました。 
・d)ビデオ見せていただきよくわかりました。 

b)スライドショー、お話の仕方が上手で気持ちがつたわりました。 
・昔と今の暮らしの相違とその問題点や今後の活動について、現在自分たちのおかれている立場と似て

いる事で参考にもなり勉強になりました。 
古いものを保存し再生する事への取り組みに関心しました 

・ａ，ｂは今と昔の移り替わりが聞けたのでとても面白かった。 
ｃ，ｄは実際の建物を見学し、継いでゆく難しさを痛感した。 

・建物と生活とが解る形で説明 
・どこの町でも同じ様なことが起っているけど、皆さんがしっかり子供達のこと将来のこと考えていか

れていることに感心しました。 
・行事・伝統の今後の継承について課題があるというお話が興味深かった。また、外部の参加も積極的

に受け入れていることに感心した。 
古いものを上手に生かしたしゃれたお店がたくさんあって入ってみたかった。残念！ 

    ・法規と町なみ保存の両立のむずかしさ。 
    ・日頃、観光では通る場所ではなかったこと。鯉山町の約９割をしめるマンション住民と既存住民との 

交流のあり方。 
・規格が決まっていて、別の家でも建具が使える。 

陰と陽の庭があって、風が動くようになっていること等 
・吉田さんのお話は、とてもおもしろかったです。考え方がとても素敵だと思いました。 

今回お話いただいた方はみなさん同じ思いと思いました。 
・町屋再生 

・町屋再成等、地域の人達のまじわりが全ての事柄に関係有る事に改めて考えさせられました。 
・前庭からの光と奥庭からの光の違いが興味深かったです。 

・若い方をそだてつつの技術のけいしょう 
・町家の自然エネルギーを考えた昔人の手工をもっと現在のまほうびん式の家と折り合いを考えるべき 

 
1-3．もっと掘り下げて知りたかったことはありますか。 

    ・時間が足りなく残念！ 
    ・釜座町町家の工事の内容、プロセスなど 

    ・町家の改修について 
     京都の人の意識等 

    ・吉田孝次郎様のおはなし。パワーがいただけそうで…。 
    ・(e)より具体的な話 

    ・建具の納まりなど 
    ・釜座町の保存している方々のお話（ビデオだけではそこが不明） 

    ・マンションの世代交代と事業の継続について 
    ・掘り下げというか、吉田氏のお話をもう少し聞きたかった。 

     時間がなくバタバタしてしまい、申し訳なかった。 
    ・吉田家の平面図をしっかり見ておけばよかった。後で理解。 

    ・特にありません 
    ・吉田氏の話をもうすこし知りたかった。 

    ・昔の人の知恵 
    ・昔のお話 



    ・露地風の中庭も感じが良く、らん間も味がありました。 
    ・作業組の生の声も聞いてみたかったです。 

 
1-4．今回のＦＷを通して、今後ご自身の地域での活動に参考となる点がありましたか。 

    ・人が動かなければ何も始まらない 
     自分が住むまちへの愛養力 

    ・作業組さんのとりくみや町内会のとりくみなど参考になりました。 
    ・地元をもう一度見直し、よき伝統を次世代に継承できるような活動をしたい 

    ・京都に住んでいるので、もっと勉強して地域の活動に参加したいと思います。 
    ・子供達を集めて「おかしの家を作ろう」をイベントしています。 

     ・まちづくりはひとづくりから始まるのだ。 
残すべきもの、残さなければならないものをきちんと残すまちづくりを考えていきたい。 

・特に無し。 
・(b)活動のすすめ方 

・子ども会の運営について居住者の生活変化のちがいを認め合うことから話合をつづける事が大事だと
感じました。 

・東大震災以降、自主防災がさけばれているが、町内会を利用した組織作りの手助けをするためと町内
会のあり方、運営など参考になった。 

・昔の世代と今の世代（住人）の交流。子ども親が地域に関わる方法 
・自分の町も古くから住んでいる方達と市営住宅に入居している（一生は住まない）若い世帯との共生

するには…など。考え方も違うため意見もさまざまですが。育成会（子供会）をとおして神楽の保存
会をとおして交流したり、これからの町をどう方向づけていくのか、テーマが必要ですね。 

・自分のまちに対する誇りや自信の大切さ。リーダーの養成の大切さ 
・スタッフの方々の頑張りに感動しました。素晴らしいＦＷありがとうございました。 

伝統建築や市民活動の参考にさせていただきます。 
・子供会の活動や、地域のつながりなど参考になりました。 

・参加してお話を聞く中、全てに参考となる点があり良かったです。 
・子供の減少は自分が住む地域でも深刻な問題で、夏祭りの舞台引き等の子供集めの苦労など、同じよ

うだと思う。ただ、マンション等は無理で、将来子供が増える可能性がないのが違うところ。 
・微気候のつくり方 

・自慢できることをたくさん勉強して、他府県の方にも紹介したいと思いました。 
・直接的には特にはありませんでしたが、長いスパンで取り組んでいこうとされている姿勢は大いに参

考になりました。 
・子供を通しての町づくりのありかた。途切れてしまった文化はそこからまたひきあげる方法もあるの

だと思いました。 
・家づくりの考え方。地域のあり方 

・共通すると思いました 
・新しい住民さんとの関係 

・見どころあるＦＷを計画して下さり、とても勉強になりました。 
・建物の修復 

 
２．フィールドワークの企画運営面についてお聞きします。 

2-1． レクチャー及びまちあるきの長さについて 
（ａ）適当な配分だった 27点   （ｂ）全体的に長かった 3点    （ｃ）全体的に短かった 4点   

（ｄ）レクチャーが長く、ＦＷが短かった 6点   （ｅ）レクチャーが短く、ＦＷが長かった 0点 

  ・寒い！ 

  ・明倫ようち園でのレクチャー 

  ・寒かったです。 



 

2-2．配付資料について 
（ａ）適当な情報量だった 33点  （ｂ）資料が物足りなかった 2点   （ｃ）資料が多すぎた 1点 

・立派な 

 
2-3． その他スタッフの対応、安全面等、運営上でお気づきの点がありましたらぜひお聞かせ下さい。 

    ・せっかくの説明はほとんど聞こえず！ 
    ・良く対応していただきました。 

    ・色々配慮頂きありがとうございました。スタッフの方々は大変だったと思います。 
    ・細かい点まで配慮していただきありがとうございました。 

    ・お世話になりました。ありがとうございます。 
    ・お疲れ様でした。ありがとうございました。 

    ・とても満足しています。ありがとうございました。 
    ・よく気付ってくれました。おせわになりました。 

    ・寒い中本当にいろいろとお世話になりありがとうございました。 
    ・運営側の都合に振り廻された感が有る。 

     参加者への配慮がなされているのか、見えない感じがした。 
    ・スタッフの方々の道路での交通面の気くばり等とてもおつかれさまでした。 

    ・すばらしいフィールドワークとなりました。ありがとうございました。 
     多くの事を学ぶ事ができ、感謝しています。 

    ・道路の安全などよく気遣って下さいました。 
    ・勝手わがままなオバサンたちを引率してくださりありがとうございました。 

    ・中心街の表面だけでなく、裏通りが見られて良かったです。 
    ・きめ細やかな対応をありがとうございました。 

    ・たいへんだったと思います。お疲れ様でした。 
    ・たいへんありがとうございました。素晴しいおもてなしをしていただきました。準備大変でしたネ。 

          ・レクチャー前に本日のスケジュールを説明してもらえたら、もう少し時間どおりに進めたのではない 
           かと思いました。町家ステキでした。京都のことがもっとしりたくなりました。またぜひ来たいです。 

          ・非常に心配りができていて安心してＦＷを楽しむ事ができた。ありがとうございました。 
          ・おかげ様で楽しいＦＷでした。みなさん、おつかれ様でした！ 

          ・事前に配布できる資料があれば（すでに送ってもらっているものの他に）送ってほしかった。 
          ・ＦＷ中の説明がとても良かったです。京都をゆっくり歩きたくなりました。ありがとうございました。 

          ・おつかれ様でした。 
          ・とてもお気使いいただき、ありがとうございました。 

          ・お世話になりました。準備と当日のご配慮に感謝いたします。 
          ・気配り十分、お世話になりありがとうございました。 

          ・ありがとうございました。 
          ・お世話になりありがとうございました。 

          ・多い人を連れて歩くのはたいへんだと思いますが、案内等明確に行なっていたと思います。 
 

 
 

お疲れ様でした。ご協力ありがとうございました。 


